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　表紙写真は、「大東中
学校科学部」の皆さんに
ご協力いただきました。
　昨年開催の第 76 回県
児童生徒科学研究発表会
にて「米原市の河川と三
島池の環境・生物につい
ての研究 Part-3」で県
教育委員会教育長賞を受
賞されるなど、地域に根
差した調査研究活動が高
く評価されています。
　また、ソーラーボート
大会や草津市の子ども環
境会議への参画など、幅
広い分野で活動しておら
れます。
　目の前にある対象に真
剣に向き合うまなざしか
らは、科学の面白さが存
分に伝わってきました。
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クロ討
１

クローズ
　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第53号　米原市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

　令和６年４月から放課後児童クラブの保護者負担金の額を次のとおり値上げす
るもの。年間利用の月額あたりの負担金（9千円→１万円）、長期休業期間の期間あ
たりの負担金について、４月春休み・冬休み・３月春休み（３千円→４千円）、夏休
み（１万３千円→１万８千円）。

議案第53号を原案のとおり可決することについて

賛成10人　×　反対４人　　賛成多数で可決

健康福祉教育常任委員会で議案第53号を原案のとおり可決することについて

賛成６人　×　反対１人　　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP7

　放課後児童クラブの年間利用者
は、市内全児童の28％であり、夏
休みを含めると44％の利用率だ。
　受益者負担の適正化の考え方
に基づき、前回の改定から５年を
経過しようとするこの時期に点検
を行い、４年度運営費の決算ベー
スと比較し、人件費や物件費等変
更となった部分について、議会と
協議を了している割合に応じて、
保護者に一部負担を求めるものと
なっている。
　当然のごとく、施設の用地費、建
設費、大規模修繕費など投資的経
費といわれるもの、減価償却費等
は算定根拠から除かれている。
　また、５年前と同様に引き上げ
られた負担金の一部は、支援員の
処遇改善に充当することも出来る
ことから、さらなる改善を期待す
る。よって賛成する。

　放課後児童クラブの運営費負担
は、県と国が６分の１ずつ、残りを
米原市と保護者で３分の１ずつ折
半しますが、市の負担割合が増え
ており、保護者負担を見直すとの
説明であった。
　しかし、職員の処遇改善と子ど
もの育ちの視点が欠けている。
　運営団体からは「現状の給料で
は職員を募集しても集まりにく
い」など処遇改善を求める声が出
ている。
　また、夏季休業期間の値上げ幅
が５千円であり、保護者にとって
利用料の負担が大幅に増えたと感
じることで、通えなくなる子ども
が出る可能性がある。現状、本市
には子どもが安心・安全に過ごせ
る児童館のような公設の施設が少
ないため、子どもの育ちの観点か
ら不安がある。よって反対する。

賛 成
議案第53号に対する討論

反 対
礒谷　晃　議員 振角　大祐　議員

討
論
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　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第54号　米原市奨学金給付条例の一部を改正する条例について

　奨学生の要件から経済的理由を削除し、休学中の給付停止等を明確にする。

議案第54号を原案のとおり可決することについて

賛成10人　×　反対４人　　賛成多数で可決

健康福祉教育常任委員会で議案第54号を原案のとおり可決することについて
賛成３人　×　反対３人　※棄権１人

可否同数による委員長裁決により、可決すべきものと決定

賛成者と反対者の一覧はP7

　この一部改正の主な内容は、給付要件にある経済的理由を削除す
るというものだ。
　この改正案を認めると、給付する人数が限定される中で、高額な所
得状況がある家庭でも、所得に関する審査配分点数の問題、定住意
思、作文の出来いかんによっては、給付を得られることになる。144
万円もらえるか、もらえないか大きな違いだ。その結果、真に必要な
人に行き届かない可能性がある。
　福祉・医療関係職種は、求人募集しても応募者が少ないことから、
「重点職種分」として、所得基準を緩和している。
　本来、こういう職種に就いていただく人、もしくはこれに加えて市
内の福祉・医療関係に就職される人こそ、優遇給付されるべきだ。
よって反対する。

議案第54号に対する討論

反
対

礒
谷
　
晃
　
議
員

決議第２号　市水道事業給水条例の一部を改正する条例に対する附帯決議 ※要約
委員会報告は10ページ、討論は6ページへ

※委員会の詳細は、P11へ

　改正案では、安全で良質な水道水の安定供給のため、計画的な水道施設の更新に必要な財源の確保を目的とし、令
和６年４月使用分から水道料金を改定するとされているが、県内他市町と比較して高額な水道料金となる。その理由
は、平成18年４月に水道料金を統一して以来、料金改定を行ってこなかったことや、伊吹南部水質硬度低減化工事と
磯浄水場の改良工事に係る減価償却費等が影響しているとのことである。
　平成18年以降は、コストが高い特殊な膜ろ過方式の硬度低減化水について、水源が不足する配水エリア等に拡大し
て配水してきた。しかし、現在では、県が策定した水道広域化推進プランにより、長浜水道企業団を配水エリアとする水
道水の共同利用や比較的安価な琵琶湖の水を利用した磯浄水場の水道水の配水エリアを広げることも検討できる状
況であり、早急に協議、検討を始める時期が到来している。加えて、本市水道事業における有収率は、平均80%と低く、
一部の配水エリアでは、有収率が53%と異常に低い配水エリアもあり、早急に調査、検討、改善をすべき状況にある。
　今回の水道料金の改定は、現段階で、安定的な水道水供給の観点からはやむを得ないものと考えるが、高額な維持
管理経費を要する施設や有収率の低さが本市における水道料金改定に係る要因の一つでもあることから、今後、後世
に悔いを残さぬよう、市民の利益と安心、安全な水道水供給のため、早急に水道事業の改善を図られることを求める
とともに、令和６年４月からの条例施行に当たっては、料金改定に至る背景など、市民に対し、理解が得られるよう周
知を図られたい。
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クロ討
３

クローズ
　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第55号　米原市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

　水道事業の健全な経営を維持し、安全で良質な水道水を安定して供給することが
できるよう、計画的に水道施設の更新を進めるために必要な財源の確保を目的とし
て、令和６年４月使用分からの水道料金を改定する。

議案第55号を原案のとおり可決することについて

賛成12人　×　反対２人　　賛成多数で可決

総務産業建設常任委員会で議案第55号を原案のとおり可決することについて

賛成６人　×　反対１人　　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP7

　水道管は、市内約１万４千世帯
に血管のように張り巡らされてい
る。
　現在、老朽化した古い水道管か
ら、災害に強い「耐震型」の新しい
水道管へと、計画的に取り換えて
いる。この事業には大きな予算が
必要である。
　この負担について、将来世代に
先送りすることなく、いま私たち
が負担すべきものは、私たち世代
でも負担し、災害に強い水道施設
にしていかなければならない。
　市民の皆さまには、この事をご
理解いただき、応分のご負担をお
願いしたい。
　以上の理由から、この条例改正
に賛成する。

　令和６年４月から水道料金を平
均改定率20・1％引き上げる大幅
な値上げだ。一般家庭で使われる
13ミリ、平均使用水量21立方㍍
で、基本料金が30・4％、従量料金
は18・4％で、合せると20・4％
の引き上げで平均的家庭に厳しい
改定だ。
　円安やウクライナ戦争の影響
で、物価は大きな伸びを見せ、実質
賃金は16カ月連続のマイナスで、
市民の暮らしは厳しさを増してい
る。
　また、今回の引上げが実施され
れば、県下２番目の高額な水道料
金となる。水道事業は市民生活の
基礎であり、なくてはならない重
要インフラだ。その維持は重要課
題であるが、だからこそ、市民生活
に必要な範囲の水道料金は、安価
で安全な水を供給すべきだ。よっ
て反対する。

賛 成
議案第55号に対する討論

反 対
堀江　一三　議員 藤田　正雄　議員

討
論
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第３回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・認定・適任・承認とした案件

議案審査を付託された委員会
【総産建】総務産業建設　【健福教】健康福祉教育
【予算】予算　【決算】決算

●賛否が分かれた案件　※賛成者は「○」反対者は「×」　議長は採決に加わりません。

番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先

報告第　５号　令和４年度健全化判断比率について
報告第　６号　令和４年度資金不足比率について
報告第　７号　専決処分の報告について
承認第　５号　専決処分の承認を求めることについて（令和５年度米原市一般会計補正予算（第４号））
諮問第　１号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　２号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　３号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　４号　人権擁護委員候補者の推薦について
同意第２６号　米原市固定資産評価審査委員会委員の選任について

認定第　１号　令和４年度米原市一般会計歳入歳出決算認定について
認定第　２号　令和４年度米原市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　３号　令和４年度米原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　４号　令和４年度米原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　５号　令和４年度米原市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第４８号　令和４年度米原市水道事業会計剰余金の処分および決算認定について
議案第４９号　令和４年度米原市下水道事業会計剰余金の処分および決算認定について

【決算】

議案第５０号　令和５年度米原市一般会計補正予算（第５号）
議案第５１号　令和５年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案第５２号　令和５年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

【予算】

議案第５６号　財産の貸付けについて（春照地先市有地）
議案第５７号　財産の貸付けについて（春照地先市有地）
議案第５８号　財産の貸付けについて（顔戸地先市有地）
議案第５９号　財産の貸付けについて（中多良二丁目地先市有地）
議案第６０号　財産の貸付けについて（大鹿地先市有地）
議案第６１号　財産の貸付けについて（新庄地先市有地）
議案第６２号　財産の貸付けについて（池下地先市有地）
議案第６３号　財産の貸付けについて（柏原地先市有地）

【総産建】

議案第６４号	 権利の放棄について
議案第６５号	 工事請負契約の締結について（坂田小学校長寿命化改良建築工事） 【健福教】

発議第　３号　米原市議会委員会条例の一部を改正する条例について
発議第　４号　米原市議会議員の請負状況の公表に関する条例の制定について
発議第　５号　米原市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例について
発議第　６号　米原市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例について

議　　案
付
託
先

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派

山
口

礒
谷

鹿
取

今
中

矢
野

中
川
松

鍔
田

中
川
雅

堀
江

山
本

𠮷
田

藤
田

山
𦚰

振
角

細
野

議案第５３号　米原市放課後児童ク
ラブ条例の一部を改正する条例につ
いて

健
福
教

２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×

議案第５４号　米原市奨学金給付条
例の一部を改正する条例について

健
福
教

１ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５５号　米原市水道事業給水
条例の一部を改正する条例について

総
産
建

２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

決議第２号　議案第５５号　米原市
水道事業給水条例の一部を改正する
条例についてに対する附帯決議

０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○



0.58

0.57

0.56

0.55

0.54

0.53

0.52
2012 2022202120202019201820172016201520142013

一般会計
歳出決算額
約228億
２千万円

一般会計
歳入決算額
約237億
3千万円

民生費30％
福祉関連
経費など

教育費12％
学校関連
経費など公債費11％

借金の返済

土木費11％
道路建設関連
経費など

総務費13％
連絡通路整備など

市税28％
市民税や
固定資産
税など

地方
交付税26％

国からの配分金市債7％
お金の借入れ

その他39％
国や県からの
お金など

その他23％
消防・医療
関連費など

95

90

85

80
2012 2022202120202019201820172016201520142013
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一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
約
７
億
７
千
万
円
の
黒
字
（
前
年
度
比
約
２
億
８
千
万
円
減
）

一
般
会
計
の
借
金（
市
債
）の
新
規
借
入
額
は
約
15
億
８
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
２
億
円
減
少
し
た
。
つ
ぎ
に
一
般
会
計
の
借
金
残
高
は
約

２
５
６
億
５
千
万
円
で
、前
年
度
に
比
べ
約
８
億
９
千
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
、一
般
会
計
の
貯
金（
基
金
）は
約
１
５
６
億
３
千
万
円
で
、前

年
度
に
比
べ
約
５
億
円
増
額
と
な
っ
た
。

県内19市町中、16位
（県内市町加重平均0.700）

※いずれも速報値

県内19市町中、７位
（県内市加重平均90.3）

※いずれも速報値

１に近いほど、１を超えるほど良い
低下し続けており、自前の収入は減少傾向にある

上昇傾向が続き財政の弾力性は低下していたが、2021年度は改善が見られた

議会で決算特別委員会の設置を決め、委員を８人選任し６日間の審査を実施。
一般会計の決算認定を総員賛成で認定すべきものと決定。

本会議で一般会計の決算認定を採決した結果　総 員 賛 成 で

比率が低いほど、財政に弾力性有り

□ 財政力指数 … 自前の収入の割合

□ 経常収支比率 … 収入にしめる恒常的に発生する支出の割合

一般会計決算認定までの経過

0.525

88.2

令和４年度

決算
審査
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◆
予
算
が
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か

　
議
会
が
議
決
し
た
市
の
予
算
は

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、

行
政
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
事
業
が

行
わ
れ
た
か
等
に
つ
い
て
、
決
算

書
、
監
査
意
見
書
、
成
果
説
明
書

な
ど
に
基
づ
い
て
、
振
り
返
り
、

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
を
生
か
し
て
、
次
年

度
以
降
の
予
算
編
成
お
よ
び
財
政

運
営
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
監
査
意
見
書
の
紹
介（
抜
粋
要
約
）

　
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
に
、
感
染
症
予
防
対
策
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
と
併
せ
、
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
対
応
す

る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
展
開

が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
市
債
の
繰

上
償
還
を
実
施
す
る
な
ど
健
全
な

財
政
運
営
が
図
ら
れ
た
。

　
今
後
は
、「
米
原
新
時
代
」、
新

た
な
ま
ち
の
核
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社

会
を
見
据
え
た
施
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
堅
固
な
行
財
政

基
盤
を
確
立
し
、
持
続
可
能
な
米

原
市
の
実
現
に
向
け
た
行
財
政
運

営
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問
　
空
き
家
へ
の
移
住
者
と
地

域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

て
い
る
が
、市
は
認
識
し
て
い
る

か
。

答
　
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し

た
移
住
予
定
者
に
は
事
前
に
地

域
を
知
っ
て
も
ら
い
、自
治
会
長

と
の
面
談
も
行
い
、移
住
の
お
手

伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
治

会
や
移
住
者
か
ら
の
声
を
次
の

課
題
と
し
て
聴
い
て
い
ま
す
。

問
　
正
規
職
員
の
定
員
適
正
化

計
画
で
は
４
２
０
人
と
し
て
い

る
が
、目
標
年
度
は
い
つ
か
。
ま

た
、採
用
者
数
が
目
標
に
達
し
て

い
な
い
職
種
は
。

答
　
９
年
度
に
４
２
０
人
到
達

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
県
内
の

他
市
同
様
に
土
木
職
や
調
理
師

は
応
募
が
少
な
い
状
況
で
す
。

引
き
続
き
募
集
に
応
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

来
年
の
予
算
編
成
に
生
か
す
こ
と
を
念
頭
に
決
算
額
等
に
つ
い
て
質
問

決
算
特
別
委
員
会
の
主
な
質
問
と
回
答

問
　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
被

保
険
者
数
の
減
少
と
一
人
あ
た

り
の
給
付
費
の
増
加
の
原
因
は
。

答
　
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
移
行
し
、被
保
険
者
数
が
減
少

し
ま
し
た
。
65
歳
以
上
が
半
数

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
給
付

費
の
増
加
は
医
療
の
高
度
化
等

に
よ
る
も
の
で
す
。
県
の
推
計

で
は
、給
付
費
は
毎
年
３
％
ず
つ

増
加
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

の
新
た
な
開
拓
の
検
討
は
。

答
　
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
日

用
品
や
食
料
品
の
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

　
本
業
に
加
え
て
ふ
る
さ
と
納

税
の
受
注
管
理
も
行
な
っ
て
い

た
だ
く
事
務
負
担
が
課
題
で
あ

り
、事
業
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

問
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
つ

い
て
、加
入
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

と
非
加
入
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
補
助
金
の
有
無
の
理
由
と
制

度
見
直
し
は
。

答
　
連
合
会
に
加
入
し
、
連
携
事

業
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
補
助

金
を
出
し
て
い
ま
す
。
非
加
入
で

あ
っ
て
も
頑
張
っ
て
い
る
ク
ラ

ブ
も
あ
り
ま
す
が
、
現
制
度
で
の

補
助
金
見
直
し
は
難
し
い
で
す
。

問
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

選
出
状
況
と
仕
事
量
に
つ
い
て
。

答
　
民
生
委
員
の
欠
員
は
５
人

で
す
。
ど
う
し
て
も
出
せ
な
い
と

か
、
調
整
し
て
出
す
と
い
っ
た
自

治
会
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
量
が

多
い
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
は
市

役
所
か
ら
の
依
頼
を
見
直
す
な

ど
業
務
が
少
な
く
な
る
よ
う
考

え
て
い
き
ま
す
。
活
動
費
は
近

隣
市
町
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
。

◆
決
算
特
別
委
員
会
◆

　
委	

員	

長
　
𠮷
田
周
一
郎

　
副
委
員
長
　
山
𦚰
正
孝

　
委
　
　
員
　
山
口
久
志
、鹿
取
和
幸
、

　
　
　
　
　
　
矢
野
邦
昭
、堀
江
一
三
、

　
　
　
　
　
　
山
本
克
巳
、鍔
田
明

問
　
番
場
多
目
的
広
場
の
在
り

方
を
検
討
す
る
必
要
性
は
。

答
　
地
元
要
望
に
よ
り
芝
生
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
３
年
度

の
寒
さ
で
芝
生
は
枯
れ
ま
し
た

が
、
芝
生
の
品
種
改
良
に
よ
り
、

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、利
用
促

進
を
図
り
つ
つ
、経
費
抑
制
を
行

い
な
が
ら
管
理
方
法
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
　
中
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、学
校
と
保
護
者

の
連
携
の
脆
弱
化
に
つ
い
て
。

答
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
が
な
く
な

る
と
機
能
し
て
い
た
部
分
が
な

く
な
り
ま
す
が
、
近
年
、
学
校
運

営
協
議
会
で
、学
校
と
地
域
と
の

連
携
は
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、保
護
者
と

学
校
、地
域
と
学
校
の
関
係
を
樹

立
す
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

決
算
審
査
と
は
？
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報告します！問
　
災
害
対
策
事
業
用
ド

ロ
ー
ン
の
購
入
経
費
に
つ

い
て
は
、	

運
転
資
格
や
機

能
面
な
ど
、	

あ
ら
ゆ
る
災

害
対
応
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
保
険
料
、	
災
害
対
策

用
備
品
合
わ
せ
て
２
４
０

万
円
で
、	

こ
の
半
分
の
１

２
０
万
円
が
北
の
近
江
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
補

助
金
で
す
。

　
次
に
運
転
資
格
は
、	

航

空
法
に
基
づ
き
６
人
を
登

録
し
て
い
ま
す
が
、	

昨
年

の
法
改
正
に
対
応
す
る
資

格
は
所
有
し
て
お
ら
ず
、	

今
後
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、	

ド
ロ
ー
ン
の
性

能
は
、	

伊
吹
山
の
霧
発
生

時
な
ど
、	

防
水
性
能
が
求

め
ら
れ
る
状
況
で
も
運
行

が
で
き
る
も
の
で
、	

主
目

的
は
撮
影
で
す
。
竜
巻
災

害
時
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、	

効
果
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る

手
法
を
準
備
し
ま
す
。

問
　
今
回
、	
口
径
ご
と
の

従
量
料
金
の
す
べ
て
の
単

価
が
統
一
さ
れ
た
。
従
来
、	

生
活
に
必
要
な
水
は
可
能

な
限
り
安
く
す
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
っ
た
が
、	

ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る

の
か
。

　
さ
ら
に
基
本
料
金
収
入

の
割
合
を
22
％
に
引
き
上

げ
る
こ
と
は
、	

全
国
に
お

い
て
、	

標
準
的
な
も
の
か
。

答
　
従
来
、	

生
活
者
に
対

し
て
の
支
援
、	

軽
減
を
考

慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、	

水
道

水
を
作
る
経
費
は
、	

ど
の

口
径
で
あ
っ
た
と
し
て
も

変
わ
ら
ず
、	

水
道
法
の
中

で
も
、	

公
平
性
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、	

従
量
料
金
は
一

本
化
案
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、	

基
本
料
金
収
入

の
割
合
は
、	

26
％
が
お
お

よ
そ
の
基
本
で
す
が
、	

料

金
改
定
の
率
が
相
当
に

高
く
な
る
点
を
考
慮
し
、	

22
％
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
料
金
が
高
く
な
る
理

由
と
し
て
、	

有
収
率	

（
配

水
池
か
ら
配
水
す
る
給
水

量
に
対
し
て
、	

料
金
収
入

と
し
て
計
上
さ
れ
る
有
収

水
量
の
割
合
）	

の
問
題
が

大
き
い
。
硬
度
低
減
化
し

た
原
価
の
高
い
水
を
送
水

す
る
伊
吹
南
部
で
漏
水
率

が
高
い
と
聞
く
が
、	

そ
の

原
因
や
漏
水
の
管
種
、	

漏

水
量
、	

漏
水
分
の
水
に
係

る
費
用
は
。

答
　
漏
水
の
原
因
は
、	
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
の
埋
め

戻
し
材
に
よ
る
損
傷
で

す
。
年
間
配
水
量	

（
水
を

く
ば
る
量
）	

95
万
２
千
立

方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、	

漏

水
量
45
万
２
千
立
方
メ
ー

ト
ル
で
、	

料
金
に
換
算
す

る
と
、	

概
算
で
７
６
０
０

万
円
、	

削
減
で
き
る
の
は

電
気
・
薬
品
代
の
１
５
３

万
円
で
す
。

問
　
現
在
、	

硬
度
低
減
化

し
た
本
市
場
の
浄
化
水
を

上
丹
生
エ
リ
ア
へ
送
水
し

て
い
る
。
磯
浄
水
場
は
、	

計
画
水
量
に
ど
の
程
度
の

余
裕
が
あ
る
の
か
。

答
　
磯
浄
水
場
は
、	

計
画

人
口
で
約
１
万
５
千
人
規

模
で
す
が
、	

現
状
、	

磯
浄

水
場
エ
リ
ア
の
給
水
人
口

は
約
８
千
人
、	

余
力
は
給

水
人
口
で
約
７
千
人
分
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、	

上

丹
生
浄
水
場
エ
リ
ア
の
給

水
人
口
で
あ
る
約
３
７
０

０
人
は
ま
か
な
え
ま
す
。

た
だ
し
、	

緊
急
連
絡
管
な

ど
の
対
応
が
必
要
で
、	

各

種
施
設
の
改
修
も
伴
い
ま

す
。

問
　
最
後
に
、	

市
長
が
一

般
質
問
の
答
弁
の
中
で
、	

有
収
率
の
問
題
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、	

来
年
度
の

予
算
で
展
望
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
が
、	

担
当
課
と
し
て

の
考
え
は
。

答
　
来
年
度
の
予
算
編
成

に
向
け
て
、	

漏
水
箇
所
を

特
定
す
る
た
め
の
現
地
調

査
の
委
託
費
を
計
上
し
、	

修
繕
方
法
に
つ
い
て
、	

調

査
結
果
に
基
づ
き
計
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
以
上
、	

慎
重
審
査
の
結

果
、	

付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、	

５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、	

総
員
賛

成
で
可
決
す
る
も
の
と
確

認
し
、	

議
案
第
55
号
は
附

帯
決
議
の
上
、	

賛
成
多
数

で
、そ
の
ほ
か
の
議
案
は
、	

総
員
賛
成
に
よ
り
議
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
矢
野 

邦
昭

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
細
野 

正
行

委
　
員 

　
藤
田 
正
雄
、 

今
中 

力
松
、 

堀
江 

一
三

 

　
𠮷
田 
周
一
郎
、 

鍔
田 

明

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 （
第
５
号
）

災
害
用
ド
ロ
ー
ンの

購
入

議
案
第
55
号

米
原
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

討
論
・
採
決
結
果

５年度の北部振興に係る県予算は、

	 全体で4,910万円

その内訳は・・・

・	近江振興プロジェクト推進補助金

で2,000万円	(ドローンの財源）

・	ふるさと応援隊事業	 510万円

・	高校魅力化プロジェクト

	 750万円

・	北の近江振興プロジェクトコー

ディネーター配置事業	 800万円

・連帯協働事業	 850万円
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報告します！◎
一
般
会
計 （
第
５
号
）

問
　
い
ぶ
き
認
定
こ
ど
も

園
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
計

画
は
ど
う
か
。

答
　
い
ぶ
き
認
定
こ
ど
も

園
は
洋
式
化
率
が
低
く
、	

幼
児
用
で
10
基
、	

和
式
が

主
流
の
職
員
用
も
３
基
を

洋
式
に
し
て
、	

和
式
便
器

を
な
く
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
空
調
設
備
設
計
監

理
委
託
料
に
つ
い
て
、	

応

分
の
負
担
を
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
だ
が
、	

ど
の
よ

う
な
計
算
か
。

答
　
設
計
費
の
負
担
は
、	

い
た
だ
か
な
い
予
定
で
す
。

工
事
費
は
、	

相
手
方
と
協

議
の
上
、	

応
分
の
負
担
を

い
た
だ
く
予
定
を
し
て
い

ま
す
。

問
　
相
手
方
も
協
議
に

応
じ
て
、	

そ
の
協
議
の
結

果
、	

何
ら
か
の
負
担
金
を

納
め
る
と
い
う
合
意
を
し

て
い
る
の
か
。

答
　
現
時
点
で
合
意
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
、	

修
繕
に

係
る
工
事
費
用
は
負
担
金

を
支
払
う
と
い
う
仕
様
で

貸
付
の
募
集
を
か
け
て
お

り
、	

３
年
度
か
ら
事
業
者

に
運
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
類
似
施
設
の
福
祉
施
設

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
、	

長
寿
命
化
の
工

事
を
３
年
度
以
降
進
め
て

こ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、	

１

割
負
担
を
前
提
に
対
応
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
参

考
に
し
な
が
ら
、	

協
議
の

上
、	

負
担
金
を
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計 （
第
２
号
）

問
　
電
算
処
理
委
託
料
約

５
３
０
万
円
に
つ
い
て
、	

こ
の
料
金
が
適
正
か
ど
う

か
の
精
査
が
あ
っ
た
の
か
。

　
ま
た
同
時
期
に
い
く
つ

か
の
シ
ス
テ
ム
改
修
が
あ

る
場
合
、	
同
時
改
修
で
経

費
の
節
減
が
で
き
な
い
の

か
。

答
　
金
額
の
点
で
は
、	
委

託
会
社
に
経
費
の
内
容
等

を
確
認
し
、	

国
の
仕
様
書

と
し
て
示
さ
れ
た
根
拠
確

認
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、	

横
連
携
の
点
で

は
、	

他
課
の
シ
ス
テ
ム
改

修
が
ど
う
い
う
形
で
行
わ

れ
て
い
る
か
、	

ま
た
合
同

改
修
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
の
精
査
は
、	

現
時
点
で

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
、	

研
究
し
て
い
き
ま

す
。

◎
議
案
第
53
号
　
市
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問
　
利
用
料
の
負
担
に
つ

い
て
、	

市
と
保
護
者
で
３

分
の
１
ず
つ
の
と
こ
ろ
、	

保
護
者
負
担
の
割
合
が
少

な
く
、	

市
の
負
担
割
合
が

多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
今
回
、	

値
上
げ
を
行
い
、

可
能
な
限
り
、	

こ
れ
を
３

分
の
１
ず
つ
の
負
担
割
合

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ

が
、	

値
上
げ
し
な
い
選
択

肢
や
市
の
負
担
割
合
を
広

げ
る
こ
と
で
、	

子
育
て
支

援
施
策
を
充
実
さ
せ
る
と

い
っ
た
検
討
は
あ
っ
た
の

か
。

答
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
者
数
は
、	
年
間
利

用
が
市
内
全
児
童
の
約

28
％
で
、	

夏
休
み
も
含
め

ま
す
と
44
％
の
利
用
率
で

す
。
全
員
が
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、	

サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
な
い
人
に

も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
考
え
で
、	

受
益

者
の
適
正
負
担
を
念
頭
に

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

◎
議
案
第
54
号
　
市
奨
学

金
給
付
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問
　
奨
学
金
の
審
査
に
お

い
て
作
文
と
所
得
の
合
計

点
数
が
同
点
の
場
合
、	

所

得
の
点
数
を
優
先
す
る
の

か
、	

作
文
の
点
数
を
優
先

す
る
の
か
。

答
　
基
本
的
に
は
奨
学
金

給
付
審
査
会
で
協
議
し
、	

決
定
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、	

同
点
だ
っ
た

場
合
は
所
得
の
配
点
の
高

い
人
を
優
先
し
て
決
定
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
作
文
審
査
の
観
点
は

何
か
。

答
　
申
請
書
に
明
記
し
て

い
ま
す
が
、
大
学
等
の
卒

業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、	

さ
ら
に
学
業
に
対
す
る
思

い
、	

奨
学
金
が
必
要
な
理

由
、	

米
原
市
に
定
住
す
る

意
思
の
４
点
に
つ
い
て
必

ず
作
文
に
記
述
す
る
よ
う
、

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◎
議
案
第
65
号
　
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
坂
田
小
学
校
長
寿
命
化

改
良
建
築
工
事
）

問
　
保
護
者
に
、	

工
事
の

案
内
は
し
て
い
る
の
か
。

答
　
業
者
は
決
定
し
ま
し

た
が
、	

議
決
を
い
た
だ
い

て
か
ら
契
約
の
効
力
が
発

効
す
る
こ
と
か
ら
、	

現
段

階
で
は
ま
だ
保
護
者
に
通

知
文
書
等
は
出
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
付
託
を
受
け
た
議
案
の

内
、	

補
正
予
算
は
賛
否
の

確
認
を
行
い
、	

条
例
関
係

の
議
案
第
53
号
は
賛
成
多

数
で
、	

議
案
第
54
号
は
反

対
討
論
が
あ
り
、	

可
否
同

数
に
よ
り
委
員
長
裁
決
で

可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
議
案
は
総
員
賛
成
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

健
康
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会　
健
康
福
祉
教
育
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
山
𦚰 

正
孝

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
鹿
取 

和
幸

委
　
員 

　
振
角 
大
祐
、 

山
口 

久
志
、 

礒
谷 

晃

 

　
中
川 
雅
史
、 
中
川 

松
雄
、 

山
本 

克
巳

い
ぶ
き
認
定
こ
ど
も
園
の

　
　
　
　
　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
お
よ
び

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
値
上
げ

補
正
予
算

討
論
・
採
決
結
果

条
例
関
係
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問
　
災
害
後
、	

伊
吹
山
の

自
然
環
境
の
状
況
把
握
は
。

答
　
７
月
12
日
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
登
山
道
を
含
む

南
側
斜
面
で
、	

土
砂
の
流

出
が
発
生
し
ま
し
た
。
７

月
24
日
に
県
関
係
部
署
と

現
地
に
入
り
、	
５
合
目
か

ら
８
合
目
付
近
に
か
け
て
、

登
山
道
が
大
き
く
え
ぐ
れ
、

11
カ
所
の
応
急
対
応
が
必

要
な
箇
所
を
確
認
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、	

８
月
15
日

の
台
風
７
号
以
降
、	

土
砂

流
出
が
広
が
っ
て
お
り
、	

豪
雨
の
度
に
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

　
鹿
の
食
害
で
裸
地
化
が

進
ん
だ
結
果
、	

伊
吹
山
は

保
水
力
を
失
い
、	

降
雨
の

影
響
で
土
壌
浸
食
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、	

伊
吹
山
固
有
の

植
物
は
、	

鹿
の
食
害
を
大

き
く
受
け
て
い
ま
す
が
、	

今
回
の
大
雨
に
よ
る
斜
面

崩
壊
そ
の
も
の
の
影
響
は

受
け
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
伊
吹
山
保
全
計
画
と

自
然
環
境
保
全
対
策
は
。

答
　
伊
吹
山
を
守
る
自
然

再
生
協
議
会
の
前
身
団
体

で
あ
る
伊
吹
山
自
然
再
生

協
議
会
が
平
成
21
年
３
月

に
策
定
し
た	

「
伊
吹
山
再

生
全
体
構
想
」	

と
同
年
に

県
お
よ
び
市
で
策
定
し
た

伊
吹
山
自
然
再
生
事
業

実
施
計
画
に
基
づ
き
、	

現

在
は
、	

入
山
協
力
金
を
活

用
し
た
、	

伊
吹
山
の
保
全

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、	

山
頂
の
お
花
畑
の

植
物
を
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
、	

貴
重
な
文
化
財
と
し

て
保
存
し
て
い
く
た
め
、	

天
然
記
念
物	

「
伊
吹
山
頂

草
原
植
物
群
落
」	

保
全
管

理
計
画
を
県
と
本
市
の
教

育
委
員
会
が
平
成
28
年
３

月
に
策
定
し
て
お
り
、	

天

然
記
念
物
の
保
護
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
　
自
治
会
支
援
の
課
題

は
。

答
　
３
年
度
に
実
施
し
た

自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、	

昨
年
度
お
よ
び
本
年
度
に

実
施
し
た
市
自
治
会
連
絡

協
議
会
で
の
自
治
会
長
意

見
交
換
会
で
は
、	

各
種
事

業
の
縮
小
や
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、	

運
営
に
大
変

苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、	

住
民

の
高
齢
化
等
に
よ
り
、	

自

治
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

役
員
の
な
り
手
不
足
も
多

く
の
自
治
会
が
抱
え
る
課

題
で
す
。
一
方
、	

コ
ロ
ナ

禍
の
変
化
を
機
に
、	

各
種

事
業
や
役
員
の
選
出
方
法

の
見
直
し
、	

組
割
り
の
再

編
や
協
議
費
の
検
討
な
ど
、

持
続
可
能
な
自
治
会
運
営

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
自
治
会
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
と
し
て
は
、	

自
治
会

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
交
付

金
制
度
な
ど
に
よ
り
、	

各

自
治
会
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、	

自
治
会
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

問
　
課
題
へ
の
今
後
の
取

り
組
み
や
計
画
は
。

答
　
４
年
度
に
創
設
し
た

自
治
会
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
交
付
金
は
、	

自
治
会
の

課
題
解
決
や
地
域
力
の
強

化
に
つ
な
が
る
10
個
の
事

業
を
対
象
と
し
、	

実
施
し

て
い
た
だ
い
た
事
業
数
に

応
じ
て
交
付
し
ま
す
。

　
本
年
度
、	

コ
ロ
ナ
禍
で

失
わ
れ
た
住
民
の
交
流
を

後
押
し
す
る
た
め
、	

新
た

な
事
業
と
し
て	

「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
開
催

事
業
」	

を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、	「
居
場
所
と
出

番
」	

の
機
会
を
創
出
す
る

こ
と
に
寄
与
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

伊
吹
山
の環

境
保
全
対
策

自
治
会
を

大
事
に
し
た
支
援

鹿取　和幸　議員

〇伊吹山の環境保全対策について
〇自治会を大事にした支援について

災害前の伊吹山の様子	（5合目付近）
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○熱中症対策
○自殺者ゼロにむけた取り組み体制
○米原市の少子化対策

振角　大祐　議員

問
　
市
内
の
小
中
学
校
の

体
育
館
の
冷
房
の
設
置
状

況
と
設
置
予
定
は
。

答
　
学
校
施
設
の
改
修
や

修
繕
は
、	

米
原
市
学
校
施

設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

い
て
、	

計
画
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、	

体
育

館
の
空
調
設
備
の
整
備
は
、

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
市
の
施
設
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
と
し
て
の
環

境
整
備
の
予
定
は
。

答
　
新
た
な
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
施
設
の
整
備
ま
で
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、	

今
後
の
公
共

施
設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
本
庁
舎
に
お
い
て
、

利
用
予
約
の
な
い
会
議
室

を
自
習
室
と
し
て
開
放
し

て
お
り
、	

施
設
運
営
や
管

理
上
問
題
の
な
い
範
囲
で

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
自
殺
者
ゼ
ロ
を
目
標

に
設
定
し
て
い
た
が
、	

自

殺
者
数
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
へ
の
見
解
は
。

答
　
Ｗ
Ｈ
Ｏ	

（
世
界
保
健

機
関
）	

は	

「
自
殺
は
、	

そ

の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
の
で

き
る
社
会
的
な
問
題
」	

と

し
て
い
ま
す
。
社
会
の
努

力
で
避
け
る
こ
と
の
で
き

る
死
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、	

世
界
の
共
通
認
識
で

す
。

　
自
殺
の
危
険
性
の
高
い

人
を
早
期
に
発
見
し
、	

確

実
に
支
援
し
て
い
く
た
め

に
は
、	

対
人
支
援
の
ほ
か
、

関
係
機
関
に
よ
る
地
域
連

携
や
社
会
制
度
の
整
備
な

ど
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で

す
。

問
　
湖
北
い
の
ち
の
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
詳
細
は
。

答
　
県
長
浜
保
健
所
が
平

成
29
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、	

自
殺
企
図

者
の
再
企
図
防
止
の
た
め

に
行
う
事
業
で
す
。

問
　
支
援
対
象
に
な
ら
な

い
自
殺
企
図
者
や
家
族
の

支
援
体
制
は
。

答
　
県
と
連
携
し
た
相

談
支
援
事
業
や
、	

ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
、	

複
合
的
な

支
援
の
充
実
に
よ
り
、	

自

殺
企
図
者
や
、	

そ
の
支
援

者
が
孤
立
し
な
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
市
の
出
生
数
の
目
標

数
値
と
、	

過
去
10
年
の
出

生
数
に
関
す
る
傾
向
。
ま

た
そ
の
主
な
原
因
は
。

答
　
過
去
10
年
の
本
市
に

お
け
る
毎
年
の
出
生
数
は
、

平
成
25
年
か
ら
平
成
28
年

ま
で
は
３
０
０
人
台
を
推

移
し
て
い
ま
し
た
が
、	

そ

れ
以
降
は
３
０
０
人
を

割
っ
て
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、	

４
年
度
は
２
１
２

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全

国
的
な
婚
姻
率
の
低
下

や
未
婚
化
、	

晩
婚
化
の
ほ

か
、	

結
婚
や
出
産
に
対
す

る
意
識
の
変
化
、	

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
る
婚
姻
・
出
産

控
え
の
影
響
を
受
け
て
い

る
も
の
と
考
え
、	

こ
う
し

た
状
況
の
解
消
が
課
題
で

す
。

問
　
少
子
化
対
策
と
し
て
、

奨
学
金
返
済
に
苦
し
ん
で

い
る
人
へ
の
支
援
は
。

答
　
少
子
化
問
題
は
、	

奨

学
金
返
済
支
援
だ
け
で
は

な
く
、	

さ
ま
ざ
ま
な
支
援

に
つ
い
て
社
会
全
体
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、	

日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
、

企
業
の
人
材
確
保
を
目

的
と
し
た
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
を
運
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活

用
す
る
企
業
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
た
り
す
る

な
ど
し
て
、	

奨
学
金
返
還

を
間
接
的
に
支
援
す
る
制

度
の
創
設
な
ど
を
国
や
県

に
対
し
、	

要
望
し
て
い
ま

す
。

熱
中
症
対
策

自
殺
者
ゼ
ロ
に
む
け
た

取
り
組
み
体
制

米
原
市
の
少
子
化
対
策

ゲートキーパーとは
　自殺の危険を示すサイン
に気づき、適切な対応がで
きる人、言わば「命の門番」
とも位置付けられる人のこ
と。
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○自主防災組織の在り方と課題について

𠮷田　周一郎　議員

問
　
全
国
の
組
織
率
は

84
・
4
％
だ
が
本
市
の
自

主
防
災
組
織	

（
以
下
組
織

と
い
う
）	

の
結
成
数
と
組

織
率
は
。

答
　
市
内
の
１
０
８
自
治

会
す
べ
て
に
お
い
て
結
成

さ
れ
、	

１
０
０
％
の
組
織

率
で
す
。

問
　
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
防
災
士
の
資
格
が

必
要
と
考
え
る
が
、	

取
得

者
数
は
。

答
　
阪
神
淡
路
大
震
災
の

教
訓
か
ら
、	

防
災
に
対
す

る
正
し
い
知
識
に
も
と
づ

き
、	

適
切
な
判
断
が
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
取
得
者
数
は
84
人

で
す
。
引
き
続
き
取
得
者

数
を
増
や
す
よ
う
努
力
し

ま
す
。

問
　
地
域
の
防
災
力
向
上

を
図
る
た
め
、	

防
災
リ
ー

ダ
ー
の
登
録
制
度
を
含
め

た
体
制
づ
く
り
の
推
進
は
。

答
　
地
域
に
お
い
て
防
災

の
知
識
を
有
す
る
人
材
を

広
く
把
握
し
、	

防
災
リ
ー

ダ
ー
の
登
録
制
度
の
導
入

を
推
進
し
ま
す
。

問
　
組
織
の
役
割
に
つ
い

て
問
う
。

答
　
災
害
発
生
時
に
は
自

身
の
安
全
を
確
保
し
た
う

え
で
、	

避
難
の
誘
導
や
可

能
な
範
囲
で
救
助
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。
消
防
団

や
消
防
署
に
対
応
を
引
き

継
ぐ
こ
と
で
、	

被
害
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

問
　
組
織
の
活
動
状
況
と

市
の
関
わ
り
方
は
。

答
　
４
年
度
の
訓
練
実
施

状
況
は
41
団
体
で
す
。
訓

練
を
実
施
さ
れ
た
場
合
は
、

非
常
食
の
提
供
や
自
治
会

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
補
助

金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、	

自
治
会
か
ら
の
要

請
に
よ
り
、	

地
域
防
災
力

強
化
に
つ
い
て
の
出
前
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
　
訓
練
の
内
容
は
。

答
　
消
火
訓
練
を
は
じ
め
、

平
日
昼
間
の
人
の
少
な
い

時
間
帯
で
の
避
難
誘
導
訓

練
、	

要
介
護
者
、	

車
い
す

の
利
用
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

問
　
消
防
団
員
は
非
常
勤

公
務
員
と
し
て
市
が
保
険

に
加
入
し
て
い
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
組
織

の
構
成
員
に
は
、	
万
が
一

の
場
合
、	

ど
の
よ
う
な
保

険
が
あ
る
か
。

答
　
保
険
代
理
店
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、	

組
織

の
構
成
員
が
災
害
対
応
時

の
活
動
で
ケ
ガ
を
さ
れ
た

場
合
や
賠
償
責
任
を
負
わ

さ
れ
た
場
合
を
対
象
と
し

て
、	

組
織
が
個
々
に
加
入

で
き
る
保
険
は
現
在
の
と

こ
ろ
無
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

問
　
災
害
時
等
の
自
主
防

災
活
動
中
の
事
故
等
に
対

し
て
、	

市
が
補
償
保
険
に

加
入
し
て
い
る
事
例
は
少

な
い
。
岡
山
市
の
事
例
と

し
て	

「
災
害
時
自
主
防
災

活
動
中
の
事
故
等
の
補
償

に
つ
い
て
」	

の
制
度
が
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
加

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
性
は
。

答
　
組
織
に
つ
い
て
は
、	

地
域
の
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
住
民
が
協
力

し
自
主
的
な
活
動
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
多
く

の
自
治
体
が
そ
の
活
動
に

起
因
し
た
ケ
ガ
な
ど
の
補

償
に
つ
い
て
明
確
な
規
定

を
し
て
い
ま
せ
ん
。
万
が

一
に
備
え
、	

市
で
加
入
す

る
市
民
総
合
賠
償
保
障
保

険
の
対
象
と
な
る
よ
う
、	

岡
山
市
の
事
例
を
参
考
に

手
続
等
に
つ
い
て
保
険
代

理
店
と
協
議
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
在
り

方
と
課
題
に
つ
い
て
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○ＢＩＷＡ－ＴＥＫＵ （ビワテク） アプリ
 の活用促進
○原付ご当地ナンバーで地域の魅力発信を提案

中川　雅史　議員

問
　
ビ
ワ
テ
ク
の
認
知
度

と
普
及
活
動
は
。

答
　
広
報
ま
い
ば
ら
や
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ

り
広
報
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、	

国
民
健
康
保
険
加
入

時
や
特
定
健
診
受
診
券
の

発
送
の
際
に
チ
ラ
シ
を
同

封
し
て
い
ま
す
。

　
県
に
お
い
て
も
ラ
ジ
オ

等
を
活
用
し
た
啓
発
を
実

施
し
て
お
り
、	

今
後
も
、	

県
と
連
携
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
ビ
ワ
テ
ク
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
。

答
　
各
種
健
康
イ
ベ
ン
ト
、

介
護
予
防
や
献
血
等
の
際

に
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
行
っ

て
お
り
、	

ア
プ
リ
を
用
い

た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、	
今
後
も
健
康
づ
く
り

に
係
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

い
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
な
ど
、	

健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
リ
ー

に
本
市
独
自
コ
ー
ス
の
設

定
は
。

答
　
本
ア
プ
リ
で
は
、	

県

内
の
観
光
地
等
を
設
定
し

た
、	

８
つ
の
バ
ー
チ
ャ
ル

ラ
リ
ー
コ
ー
ス
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
の
追

加
は
、	

県
お
よ
び
県
内
市

町
と
の
調
整
が
必
要
で
す

が
、	

関
係
各
課
と
連
携
し
、

本
市
の
魅
力
が
発
信
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
は

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。

答
　
ビ
ワ
テ
ク
ア
プ
リ
で

は
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
リ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
等
、	

ポ
イ
ン
ト

を
取
得
い
た
だ
い
た
人
を

対
象
に
、	

毎
年
１
月
に
賞

品
の
抽
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

ホ
テ
ル
宿
泊
券
や
電
化
製

品
、	

飲
食
に
関
わ
る
賞
品

が
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、	

県
内
市
町
等
と
連

携
し
、	
賞
品
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

問
　
さ
ら
な
る
活
用
に
向

け
た
今
後
の
対
応
は
。

答
　
ア
プ
リ
を
と
お
し
、	

市
民
の
皆
さ
ま
に
、	

日
頃

か
ら
健
康
的
な
生
活
習
慣

の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
関
係
課
等
と
連

携
し
て
、	

健
康
増
進
に
関

連
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
登

録
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、	

県
お
よ
び
県
内
市

町
と
と
も
に
地
域
の
観
光

資
源
等
を
活
用
し
て
、	

ア

プ
リ
の
魅
力
を
高
め
活
用

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
本
市
の
原
動
機
付
自

転
車
の
登
録
台
数
は
。

答
　
毎
年
度
４
月
１
日
現

在
の
原
動
機
付
自
転
車
の

登
録
台
数
の
推
移
は
、	

３

年
度
が
１
８
４
２
台
、	

４

年
度
が
１
８
０
９
台
、	

５

年
度
が
１
７
４
２
台
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

作
成
に
か
か
る
経
費
は
。

答
　
作
成
経
費
は
、	

新
た

に
金
型
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
、	

ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
の
違

い
か
ら
、	

10
万
円
か
ら
１

１
０
万
円
程
度
の
経
費
が

必
要
で
す
。
ま
た
、	

ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
１
枚
あ
た

り
の
作
成
費
用
は
５
０
０

円
か
ら
６
０
０
円
程
度

で
あ
り
、	

一
般
的
な
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作
成
費

用
の
約
３
倍
の
費
用
が
必

要
で
す
。

問
　
交
付
に
関
す
る
手
続

き
は
。

答
　
他
市
町
で
は
、	

手
続

き
は
従
来
と
変
わ
り
が
な

く
、	

原
動
機
付
自
転
車
の

登
録
時
に
、	

ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
か
従
来
ナ
ン
バ
ー
の

い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
導
入
の
際
に

は
、	

本
市
で
も
同
様
の
運

用
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

ビ
ワ
テ
ク
ア
プ
リ
の

普
及
と
そ
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

原
付
ご
当
地
ナ
ン
バー
で

ま
ち
の
魅
力
発
信

BIWA-TEKU（ビワテク）
　県内の市町、協会けんぽ滋賀支部が連携
して開発したスマートフォン用アプリ。
　ウォーキングや健診などでポイントを
貯めて、商品やサービスの抽選に応募でき
ます。
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問
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
生
活
制
限
や
ス
ト
レ

ス
が
、	

子
ど
も
の
心
身
に

不
調
和
を
起
こ
し
、	

心
の

成
長
に
大
き
な
影
を
落
と

し
て
い
る
。
生
き
づ
ら
さ
、

不
登
校
、	

悩
み
を
抱
え
た

子
ど
も
た
ち
に
、	
こ
れ
ま

で
以
上
に
寄
り
添
う
必
要

が
あ
る
。

　
市
内
１
カ
所
の
中
学
校

の
教
室
を
使
い
、	

市
独
自

で
子
ど
も
の
自
立
を
支
援

す
る
専
任
教
師
を
配
置
し
、

ス
テ
ッ
プ・フ
ォ
ワ
ー
ド・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、	

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
き

め
細
か
な
支
援
を
進
め
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
支
援
か
。

答
　「
ス
テ
ッ
プ
・
フ
ォ

ワ
ー
ド
」	

と
は
、	

一
歩
前

へ
踏
み
出
す
と
い
う
意
味

で
あ
り
、	

教
室
に
入

れ
な
い
生

徒
が
少
し

で
も
社
会

的
に
自
立

で
き
る
よ

う
支
援
す

る
こ
と
を

目
的
と
し

て
、	

今
年

５
月
に
開

設
し
ま
し

た
。

　
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、	

い
わ
ゆ
る	

「
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」	

で
、	「
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー

カ
ー
」	

と
呼
ば
れ
る
指
導

者
が
、	

ゆ
っ
く
り
寄
り
添

い
な
が
ら
歩
い
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
で
支
援
を
行
い
ま

す
。

問
　
教
室
の
実
施
場
所
は
。

答
　
現
在
、	

双
葉
中
学
校

の
１
室
で
、	

実
施
し
て
い

ま
す
。
同
校
に
設
置
し
た

理
由
は
、	

市
内
の
ど
の
地

域
か
ら
も
通
い
や
す
い
場

所
に
位
置
す
る
こ
と
や
、	

学
校
の
周
辺
に
認
定
こ
ど

も
園
や
福
祉
施
設
、	

図
書

館
等
が
あ
り
、	

社
会
的
自

立
に
向
け
て
連
携
し
や
す

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
　
伊
吹
北
部
の
皆
さ
ん

は
、	

バ
ス
運
行
に
関
し
て
、

多
く
の
不
便
を
感
じ
て
い

る
。
通
院
や
買
い
物
で
利

用
し
て
い
る
人
の
声
を
聞

い
た
。
近
江
長
岡
駅
か
ら

の
帰
り
の
バ
ス
は
、	

以
前

は
午
後
５
時
台
、	

６
時
台

が
あ
っ
た
が
、今
は
な
い
。

ま
た
、	

土
日
祝
祭
日
の
バ

ス
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
市
役
所
は
、	

市
民
に
身

近
な
行
政
と
し
て
、	

市
民

の
声
に
共
感
し
、	

互
い
に

共
鳴
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

市
民
の
不
安
を
払
拭
し
、	

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
、	

米
原
市
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
い
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
時

刻
表
の
見
直
し
は
。

答
　
公
共
交
通
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
踏
ま
え
た
米

原
市
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
に
お
い
て
、	

ま
い

ち
ゃ
ん
バ
ス
を
は
じ
め
、	

ま
い
ち
ゃ
ん
号
や
路
線
バ

ス
運
行
等
に
つ
い
て
、	

必

要
な
見
直
し
等
を
検
討
し

ま
す
。

問
　
伊
吹
北
部
の
現
状
、	

課
題
は
。

答
　
ま
い
ち
ゃ
ん
号
の
運

行
区
域
を
伊
吹
北
部
地
域

ま
で
拡
大
し
、	

市
内
全
域

で
ま
い
ち
ゃ
ん
号
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
４
年
度
の
伊
吹
北
部
地

域
の
利
用
者
数
は
、	

ま
い

ち
ゃ
ん
バ
ス
が
１
５
５
２

人
で
、	

ま
い
ち
ゃ
ん
号
が

３
９
９
人
で
す
。

　
課
題
は
、	

地
域
的
に
運

行
距
離
が
長
く
な
る
た
め
、

ま
い
ち
ゃ
ん
バ
ス
に
係
る

利
用
者
一
人
当
た
り
の
負

担
が
、	

平
均
７
６
０
０
円

と
高
額
で
あ
る
こ
と
、	

ま

い
ち
ゃ
ん
号
の
乗
合
利
用

が
一
台
当
た
り
１
・
28
人

と
少
な
い
こ
と
で
す
。

中川　松雄　議員

○米原市における小中学生の不登校について
○伊吹北部公共交通について

市
内
の
小
中
学
生
の

不
登
校
に
つ
い
て

伊
吹
北
部
公
共
交
通
に

つ
い
て

ステップ・フォワード・プログラムの案内
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○教職員の異常な長時間労働を解決し、
 子どもたちに豊かな教育を実現しよう

山𦚰　正孝　議員

問
　
文
部
科
学
省
が
示
す

「
月
45
時
間
」	

の
残
業
上

限
規
制
を
超
え
た
者
、	

産

業
医
面
談
が
義
務
付
け
ら

れ
る	

「
月
80
時
間
」	

を
超

え
る
残
業
が
３
カ
月
以
上

続
い
た
者
、	

お
よ
び	

「
月

１
０
０
時
間
」	

を
超
え
た

者
の
人
数
を
そ
れ
ぞ
れ
、	

こ
の
５
年
間
に
つ
い
て
、	

お
伺
い
す
る
。

答
　「
月
45
時
間
」	
の
残

業
上
限
規
制
を
超
え
た
教

職
員
は
、	

元
年
度
は
１
４

１
人
、	

２
年
度
は
１
３
５

人
、	

３
年
度
は
１
４
４
人
、

４
年
度
は
１
３
０
人
、	

５

年
度
は
現
時
点
で
１
０
４

人
で
す
。
市
内
の
教
職
員

の
約
３
分
の
１
に
当
た
り

ま
す
。

　
次
に
、	「
月
80
時
間
」を

超
え
る
残
業
が
３
カ
月
以

上
続
い
た
教
職
員
は
、	

元

年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
は
、

毎
年
そ
れ
ぞ
れ
１
人
、	

５

年
度
は
現
時
点
で
は
い
ま

せ
ん
。	「
月
１
０
０
時
間
」	

を
超
え
た
教
職
員
は
、	

元

年
度
は
３
人
、	

２
年
度
は

７
人
、	

３
年
度
は
７
人
、	

４
年
度
は
２
人
、	

５
年
度

は
現
時
点
で
２
人
で
す
。

問
　
校
長
か
ら
聞
き
取
り

を
行
い
、	

残
業
上
限
規
制

を
超
え
る
教
員
、	

あ
る
い

は
当
該
学
校
の
超
過
勤
務

縮
減
の
課
題
と
方
策
を
明

ら
か
に
し
て
ほ
し
い
が
。

答
　
教
職
員
が
残
業
上
限

規
制
を
超
え
る
勤
務
を

行
っ
た
場
合
、	

教
育
委
員

会
が
当
該
校
長
に
、	

当
該

教
職
員
の
勤
務
状
況
と
教

職
員
の
心
身
の
状
況
を
聞

き
取
る
と
同
時
に
、	
業
務

量
の
平
準
化
を
図
る
こ
と

な
ど
を
指
示
し
、	

そ
の
対

応
の
結
果
も
校
長
か
ら
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、	

他
校
へ
周
知
す

る
も
の
が
あ
れ
ば
、	

管
理

職
会
議
な
ど
で
紹
介
し
た

り
指
導
し
た
り
し
て
、	

豊

か
な
教
育
実
現
の
た
め
教

職
員
の
超
過
勤
務
縮
減
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

問
　
文
部
科
学
省
は
教
頭

職
の
長
時
間
勤
務
を
解
消

す
る
た
め
、	

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
員
制
度
創
設
の
方

針
を
固
め
て
い
る
が
、	

創

設
さ
れ
た
場
合
、	

計
画
的

な
導
入
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答
　
教
頭
が
担
う
仕
事
は

と
て
も
多
く
、	

業
務
負
担

の
軽
減
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
の

導
入
に
つ
い
て
は
、	

今
後

の
国
の
概
算
要
求
の
予
算

規
模
や
県
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問
　
猛
暑
の
８
月
に
登
校

さ
せ
る
危
険
性
や
文
部
科

学
省
が
大
幅
に
授
業
時
間

数
を
超
え
る
学
校
へ
の
見

直
し
を
求
め
る
中
で
、	

２

学
期
の
始
業
式
を
９
月
に

戻
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答
　
２
学
期
の
始
ま
り
を

早
め
る
こ
と
は
、	

授
業
時

間
数
を
確
保
す
る
た
め
の

手
段
の
一
つ
で
あ
り
、	

こ

れ
に
よ
り
余
裕
を
も
っ
て

学
校
行
事
等
に
取
り
組
め

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、	

全
て
の
学
校
に
エ

ア
コ
ン
が
配
備
さ
れ
た
こ

と
が
、	

２
学
期
を
早
め
る

た
め
の
判
断
の
後
押
し
と

な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
３
年

間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、	

授
業
時
間
数
の
確
保

が
難
し
く
、	

中
学
校
３
年

生
に
お
い
て
は
、	

年
間
授

業
時
間
数
の
確
保
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、	

中
央
教
育
審

議
会
の
緊
急
提
言
に
お
い

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
授
業

時
間
数
の
見
直
し
を
前
提

と
し
た
授
業
時
間
数
の
点

検
を
実
施
し
、	

そ
の
結
果

を
考
慮
す
る
中
で
、	

２
学

期
の
始
業
式
の
実
施
日
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

教
員
の

超
過
勤
務
の
実
態
は

教
頭
の

長
時
間
労
働
の
軽
減
は

※	2023年4月28日、
文部科学省速報値

※「持ち帰り残業」含む

勤務時間（文部科学省、2023年教員勤務実態調査）

平日 土日 週あたり
勤務時間

小学校教諭 11時間23分 1時間12分 59時間19分

中学校教諭 11時間33分 3時間07分 63時間59分

高校教諭 10時間36分 3時間00分 59時間00分

公立小中学校の
法定勤務時間
（1週間）
38時間45分

教
員
の
残
業
の
実
態
は

２
学
期
は
９
月
か
ら
に
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矢野　邦昭　議員

○国道・県道・市道の草刈りについて
○米原市水道料金改定にあたり議論は尽くしたか

問
　
道
路
沿
い
の
草
刈
り

を
さ
れ
て
い
る
人
か
ら
、	

県
・
市
道
の
の
り

4

4

面
は
沿

線
の
住
人
任
せ
で
、	

自
ら

の
費
用
で
草
刈
り
し
て
い

な
い
と
の
質
問
を
い
た
だ

い
た
。
国
・
県
・
市
道
の

路
肩
の
草
刈
り
に
つ
い
て
、

基
準
、	

そ
の
内
容
を
聞
く
。

答
　
国
・
県
・
市
道
と
も

に
、	

草
刈
り
の
基
準
は
定

め
ず
、	

路
肩
に
草
が
繁
茂

し
通
行
に
支
障
が
あ
る

箇
所
に
つ
い
て
、	

年
１
回
、

草
の
成
長
が
旺
盛
な
６
月

か
ら
９
月
に
実
施
し
、	

刈

幅
は
１
メ
ー
ト
ル
で
す
。

市
道
は
幹
線
道
路
等
の
路

肩
や
、	

地
元
か
ら
の
要
望

が
多
い
箇
所
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問
　
県
道
山
東
本
巣
線
歩

道
の
吉
槻
か
ら
下
で
、	

草

や
木
が
繁
茂
し
通
行
で
き

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

答
　
県
道
山
東
本
巣
線
の

歩
道
は
、	

県
が
管
理
す
る

範
囲
で
す
。
現
状
一
部
の

箇
所
で
歩
道
の
通
行
に
支

障
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、	

県
に
対
し
て
歩
道

通
行
の
適
正
な
管
理
を
要

望
し
ま
す
。

問
　
合
併
後
、	

米
原
地
域

の
上
丹
生
浄
水
場
エ
リ
ア

(
上
丹
生
か
ら
西
坂
方
面)

の
水
源
渇
水
問
題
の
解
消

の
た
め
、	
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
に
か
け
て
、

本
市
場
・
池
下
浄
水
場
エ

リ
ア
の
硬
度
低
減
化
し
た

給
水
原
価
の
高
い
水
を
供

給
し
た
。
こ
れ
以
外
に
方

法
は
な
か
っ
た
の
か
。
磯

浄
水
場
に
余
裕
は
な
か
っ

た
の
か
。

答
　
合
併
後
、	

旧
町
ご
と

の
緊
急
連
絡
管
整
備
事
業

と
し
て
、	

加
勢
野
地
先
か

ら
一
色
地
先
ま
で
の
整
備

を
進
め
て
い
た
の
で
、	

こ

の
緊
急
連
絡
管
を
使
用
し
、

渇
水
問
題
に
早
期
対
応
し

ま
し
た
。
こ
の
他
の
磯
浄

水
場
か
ら
送
水
す
る
方
法

は
、	

施
設
・
管
路
整
備
に

期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら

採
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、	

磯
浄
水
場
に
は
配

水
す
る
浄
化
能
力
は
あ
り

ま
し
た
。

問
　
有
収
率
に
つ
い
て

80
％
と
低
い
が
、	

全
国
平

均
、	

県
内
平
均
は
い
く
ら

か
、	

ま
た
エ
リ
ア
別
有
収

率
は
い
く
ら
か
。

答
　
有
収
率
は
、	

３
年

度
末
の
全
国
平
均
が
90
・

１
％
、	

県
平
均
が
89
・

５
％
で
す
。
な
お
、	

本
市

と
同
等
規
模
の
全
国
平
均

は
81
・
３
％
で
す
。

　
配
水
エ
リ
ア
別
の
有
収

率
は
、	

４
年
度
末
で
磯
浄

水
場
水
系
が
85
・
２
％
、	

本
市
場
浄
水
場
水
系
が

84
・
３
％
、	

河
内
浄
水
場

水
系
が
86
・
３
％
、	

伊
吹

南
部
浄
水
場
水
系
53
％
、	

伊
吹
北
部
浄
水
場
水
系

66
・
５
％
、	

甲
津
原
浄
水

場
水
系
90
％
で
す
。

問
　
伊
吹
南
部
浄
水
場
水

系
53
％
と
半
分
が
漏
水
し

て
い
る
事
態
に
つ
い
て
、	

原
因
調
査
は
さ
れ
た
か
。

答
　
伊
吹
南
部
地
域
の

有
収
率
は
、	

徐
々
に
低
く

な
っ
て
き
て
お
り
、	

元
年

度
以
降
60
％
か
ら
53
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、	

毎
年
、	

職
員
や
業
者

が
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

が
現
状
で
は
給
水
管
の
老

朽
化
に
よ
る
漏
水
が
多
く
、

次
々
と
漏
水
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
す
。

問
　
硬
度
低
減
化
の
問
題

に
関
連
し
て
、	

磯
浄
水
場

に
安
い
水
が
余
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
早
急

に
取
り
か
か
る
べ
き
問
題

で
は
な
い
か
、	

市
長
の
見

解
は
。

答
　
議
員
指
摘
の
問
題
、	

特
に
有
収
率
の
問
題
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、	

来
年

度
予
算
の
中
で
展
望
し
て

い
き
ま
す
。

国
道
・
県
道
・
市
道
の

草
刈
り
に
つ
い
て

米
原
市
水
道
料
金
改

定
に
あ
た
り
議
論
は
尽

くし
た
の
か

有収率とは
　配水池から配水する給水量に対し
て、料金収入として計上される有収水
量の割合。

硬度低減化とは
　本市の地下水は伊吹山系の影響もあ
り、硬度が高く、石鹸の洗浄効果が低下
し、析出したスケールが管を閉塞する
ことがある。
　このため本市場浄水場はRO膜法等
（水を通し、水以外の不純物は透過しな
い性質を持つ膜のこと）により硬度を０
にした水をつくっている。これにより
電気代や施設費がかかり浄水費が高い。
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○伊吹山の保全と現状について
○空き家対策について
○市場地先の交差点事故について

細野　正行　議員

問
　
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
、	

鹿
が
伊
吹
山
の
植
物

を
食
べ
散
ら
か
し
、	

伊
吹

山
頂
草
原
植
物
群
落
が
食

害
に
あ
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
植
物
を
守
る
た
め
の

対
策
と
今
後
の
計
画
は
。

答
　
近
年
、	
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
食
害
や
踏
圧
が
激

し
く
な
り
、	
伊
吹
山
の
植

物
群
落
は
、	

植
生
防
護
柵

で
囲
わ
れ
て
い
る
、	
ご
く

わ
ず
か
な
範
囲
に
限
ら
れ

る
な
ど
深
刻
な
危
機
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、	

関
係
部
局
、	

関
係
団
体
と
連
携
を
し
て
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
を

適
正
な
水
準
に
抑
え
る
た

め
の
捕
獲
を
行
う
ほ
か
、	

さ
ら
に
狭
い
範
囲
の
ス

ポ
ッ
ト
柵
で
囲
み
ニ
ホ
ン

ジ
カ
か
ら
貴
重
な
植
物
を

守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
７
月
12
日
に
発
生
し

た
土
石
流
が
６
合
目
の
避

難
小
屋
に
直
撃
し
登
山
道

が
崩
壊
し
て
い
る
。
今
後

の
登
山
道
の
整
備
計
画
は
。

答
　
県
と
合
同
で
現
地
調

査
を
し
、	

５
合
目
付
近
か

ら
８
合
目
付
近
ま
で
で
、	

大
規
模
な
箇
所
か
ら
小
規

模
な
箇
所
ま
で
合
わ
せ
て

11
カ
所
で
、	

登
山
道
の
修

繕
が
必
要
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　
工
事
期
間
に
つ
い
て
は
、

11
月
末
ま
で
の
完
了
を
目

指
し
進
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

問
　
勝
山
谷
川
砂
防
堰え

ん
て
い堤

が
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂

の
堆
積
で
一
杯
に
な
っ
て

い
る
。
麓
の
自
治
会
ま
で

流
れ
込
ん
で
は
い
な
い
が

非
常
に
危
険
な
状
態
だ
。

今
後
の
砂
防
堰え

ん
て
い堤

の
増
設

や
水
路
の
拡
張
の
計
画
は

な
い
の
か
。

答
　
緊
急
的
に
県
が
砂
防

堰え
ん
て
い堤

関
連
部
分
、	

市
が
そ

れ
以
外
の
土
砂
の
撤
去
作

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
、	

勝
山
谷
川

の
既
設
砂
防
堰え

ん
て
い堤

の
上
流

に
、	

高
さ
９
・
５
メ
ー
ト

ル
、	

幅
１
５
８
メ
ー
ト
ル

の
新
た
な
砂
防
堰え

ん
て
い堤

の
整

備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
ま
で
の
間
は
、	

既
設

堰え
ん
て
い堤

の
定
期
的
、	

ま
た
緊

急
的
に
土
砂
の
撤
去
作
業

を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ

う
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
内
の
空
き
家
件
数

は
ど
れ
程
あ
る
の
か
。

答
　
４
年
度
末
に
お
け
る

空
き
家
の
件
数
は
、	

１
１

７
８
件
で
す
。

問
　
空
き
家
に
か
か
る
固

定
資
産
税
が
６
倍
に
な
る

と
聞
く
が
、	

本
当
か
。

答
　
特
定
空
き
家
等
の
指

定
と
改
善
勧
告
を
受
け
、	

除
却
が
さ
れ
な
い
場
合
、	

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、	

負
担
調
整
措
置
と

い
う
制
度
が
適
用
さ
れ
る

た
め
、	

２
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
の
宅
地
で
は
、	

税
負
担
は
６
倍
に
は
上
昇

せ
ず
、	

４
倍
程
度
で
す
。

問
　
空
き
家
バ
ン
ク
に
は

多
く
の
人
に
登
録
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、	

借
り

主
の
傾
向
は
賃
貸
が
多
い

と
聞
い
て
い
る
。
市
の
対

策
は
。

答
　
賃
貸
に
よ
る
空
き
家

利
用
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
空
き
家
の
登

録
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
こ
こ
数
年
間
で
何
件

の
事
故
が
起
き
て
い
る
の

か
、	

今
後
の
対
応
は
。

答
　
こ
こ
５
年
で
18
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
周
辺
自
治
会
や

公
安
委
員
会
と
の
調
整
を

行
い
、	

オ
レ
ン
ジ
色
の
ラ

バ
ー
ポ
ー
ル
の
設
置
や
カ

ラ
ー
の
路
面
表
示
を
行
い
、

本
交
差
点
の
交
通
安
全
対

策
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、	

南
北
市
道
で
は
、	

交
差
点

手
前
部
に
注
意
喚
起
や
速

度
抑
制
の
た
め
の
カ
ラ
ー

の
段
差
舗
装
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

危
機
的
な
状
況
の伊

吹
山

市
場
地
先
の交

差
点
事
故

ど
う
す
る
空
き
家

同じ地点を撮影（左：2017年　⇒　右：2023年）
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問
　
市
長
の
受
け
止
め
は
。

答
　
子
育
て
支
援
、	

親
の

負
担
軽
減
を
最
優
先
事
項

と
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
県
か
ら
の
提
案
は
、	

財

政
負
担
の
観
点
、	

子
ど
も

の
医
療
に
県
全
体
で
取
り

組
む
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

相
当
不
足
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
の
医
療
費
助
成

を
県
と
市
町
が
共
に
負
担

す
る
制
度
を
要
望
し
ま
す
。

問
　
市
の
本
年
10
月
か
ら

の
高
校
生
医
療
費
の
無
料

化
と
方
針
が
異
な
る
が
。

答
　
今
回
の
県
費
に
よ
る

高
校
生
の
医
療
費
助
成
制

度
は
、	

自
己
負
担
金
が
必

要
で
す
が
、	

引
き
続
き
無

料
の
方
向
で
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
精
神
障
が
い
の
福
祉

医
療
拡
充
が
図
ら
れ
る
が
。

答
　
拡
充
案
は
、	

他
の
障

が
い
者
と
同
様
、	

自
己
負

担
金
を
求
め
る
と
さ
れ
て

お
り
、	

自
己
負
担
金
の
変

更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
さ
ら
な
る
福
祉
医
療

制
度
の
改
善
を
。

答
　
現
時
点
で
は
市
独
自

の
拡
充
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、	

県
や
他
市
町
の
動

向
を
注
視
し
ま
す
。
所
得

制
限
は
、	

見
直
し
を
県
へ

強
く
要
望
し
ま
す
。

問
　
中
途
失
聴
・
難
聴
者

と
人
工
内
耳
装
着
者
の
現

状
は
。

答
　
本
市
に
は
、	
聴
覚
障

が
い
に
よ
る
手
帳
所
持
者

は
73
人
い
ま
す
。
内
訳
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、	

他
県
で
は
、	

約
８
割
は
中

途
失
調
・
難
聴
者
で
あ
る

と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、	

本
市
の
人
工
内

耳
装
着
者
は
３
人
と
把
握

し
て
い
ま
す
。

問
　
相
談
窓
口
は
。

答
　
人
工
内
耳
は
医
療
行

為
を
伴
う
た
め
、	

ま
ず
は

医
療
機
関
で
相
談
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
福
祉

制
度
等
を
利
用
で
き
る
た

め
、	

市
で
も
、	

申
請
等
の

手
続
き
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

問
　
電
池
助
成
、	

体
外
機

助
成
は
。

答
　
人
工
内
耳
処
理
装
置

の
購
入
費
用
は
、	

70
万
円

を
上
限
に
助
成
し
て
い
ま

す
。
電
池
は
、	

助
成
対
象

外
で
、	

今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
本
年
度
、	

農
業
者
に

対
し
て
償
却
資
産
の
申
告

を
求
め
た
経
緯
は
。

答
　
償
却
資
産
は
申
告
義

務
が
あ
る
た
め
、	
広
報
ま

い
ば
ら
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、	

税
務
署

の
申
告
書
類
を
活
用
し
つ

つ
、	

申
告
書
の
提
出
を
求

め
、	

課
税
し
て
い
ま
す
。

問
　
今
回
、	

償
却
資
産
を

遡そ
き
ゅ
う及

し
て
賦
課
さ
れ
た
の

は
農
業
者
だ
け
か
。

答
　
申
告
漏
れ
等
が
判
明

す
れ
ば
、	

随
時
、	

申
告
書

の
提
出
を
求
め
課
税
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
人
数

の
公
表
は
、	

差
し
控
え
ま

す
。

問
　
償
却
済
資
産
に
償
却

資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
問

題
は
。

答
　
償
却
資
産
の
評
価

の
最
低
限
度

額
は
取
得
価

格
の
５
％
で

す
。
税
務
会

計
上
、	

償
却

済
み
で
も
所

有
さ
れ
て
い

る
限
り
、	

課

税
対
象
で
す
。

問
　
農
業
者

は
、	

地
域
農

業
を
守
る
た

め
に
懸
命
に
頑
張
っ
て
い

る
。
さ
か
の
ぼ
る
分
は
免

除
し
、	

減
価
償
却
済
資
産

は
非
課
税
措
置
が
と
れ
な

い
か
。

答
　
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

申
告
さ
れ
て
い
な
い
事
業

者
を
把
握
し
た
場
合
は
、	

適
正
に
申
告
す
る
よ
う
促

し
て
い
ま
す
。
申
告
内
容

を
確
認
し
、	

遡そ
き
ゅ
う及

し
て
課

税
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

○県の福祉医療新方針に伴う市の対応
○人工内耳装着者の現状と市の支援
○農業者に対する償却資産の課税の経過

藤田　正雄　議員

県
の
福
祉
医
療
新
方
針

に
対
す
る
受
け
止
め

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の

現
状
と
市
の
支
援
策

農
業
者
に
対
す
る
償
却

資
産
の
申
告
指
導
の
経

緯

地域農業を守るため必要な農業機械
価格は1千万円を超える物も。
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今
年
も
暑
い
夏
が
過
ぎ
、
少
し
肌
寒
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

猛
暑
日
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
か
年
々
「
夏
」
を
感
じ
る
時
期
が
長
く

な
り
、
ひ
と
昔
前
に
比
べ「
秋
」を
感
じ
る
時
期
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
秋
と
言
え
ば
、
食
欲
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
読
書

な
ど
な
ど
あ
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
、今
年
の
秋
は
何
の
秋
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。

　
さ
て
世
間
で
は
、長
き
に
わ
た
り
芸
能
界
を
け
ん
引
し
、さ
ま
ざ
ま
な

時
代
の
象
徴
と
な
っ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
大
手
芸
能
事

務
所
が
廃
業
し
ま
し
た
。
廃
業
の
起
因
と
な
っ
た
性
加
害
問
題
。
芸
能

の
世
界
に
夢
と
希
望
を
抱
い
て
狭
き
門
を
く
ぐ
り
抜
け
た
の
に
、
待
ち

受
け
て
い
た
の
は
あ
ま
り
に
も
酷
な
現
実
。
相
当
な
圧
力
に
よ
り
何
も

か
も
を
も
み
消
し
て
き
た
加
害
者
。
そ
の
加
害
者
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

し
か
暴
け
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
情
け
な
さ
。
報
道
と
は
一
体
何
な
の

か
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
被
害
者
が
泣
き
寝
入
り
す
る
世
の

中
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
そ
っ
と
手
を
差

し
伸
べ
る
事
が
で
き
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。	（
山
口
久
志
）

委	員	長　鹿取　和幸

副委員長　山口　久志

委　　員　振角　大祐

委　　員　藤田　正雄

委　　員　中川　雅史

委　　員　山本　克巳
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集
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次回  令和５年第４回（12月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土
【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30、
閉会日：10:15
※日程・時間は、変更する場合があります。

11/30
開会・
予算決算
委員会

12/1 2

3 4 5
一般質問

6
一般質問

7
民生教育
委員会・
予算分科会

8
民生教育
委員会・
予算分科会

9

10 11
民生教育
委員会・
予算分科会

12
総務産業建設
委員会・
予算分科会

13
総務産業建設
委員会・
予算分科会

14
総務産業建設
委員会・
予算分科会

15 16

17 18 19 20
予算決算
委員会

21
議会運営
委員会

22
閉会日

23

議 会 の 動 き
７月

　3日	 行政視察受入(富山県滑川市議会)
　4日	 行政視察受入(福岡県糸島市議会)
　6日	 長浜・米原市議会連絡協議会総会
11日	 議会だより編集委員会
12日	 行政視察受入(秋田県由利本荘市)
13日	 行政視察受入(大分県別府市)
18日	 行政視察受入(香川県東かがわ市)
19日	 議会だより編集委員会正副委員長会議
19日	 ２常任委員会協議会
25日	 決算特別委員会
26日	 行政視察受入(千葉県議会)
27・28日　総務産業建設常任委員会　行政視察

８月

　1日	 行政視察受入（東近江市）
　3日	 議会デジタル化広聴推進委員会
　7日	 行政視察受入(福井県福井市)
10日	 総務産業建設常任委員会
10日	 決算特別委員会
16日	 ２常任委員会協議会
21日	 議会運営委員会
22日	 議員全員協議会
28日	 議会運営委員会
29日	 湖北地域消防組合議会　定例会
30日	 第3回定例会【初日】
	 議員全員協議会、予算常任委員会（全体会）
30日	 議会だより編集委員会
31日	 湖北地域広域行政事務センター議会　定例会

９月

　5日	 第3回定例会【2日目】一般質問
　6日	 第3回定例会【3日目】一般質問
7・8日　総務産業建設常任委員会・予算分科会
13・14日　健康福祉教育常任委員会・予算分科会
19〜 22・25・26日　決算特別委員会
29日	 予算常任委員会、議会デジタル化広聴推進委員会

10月

　2日	 議会運営委員会
	 米原駅東口駅前開発特別委員会
　3日	 第3回定例会【最終日】
	 議員全員協議会

議会の傍聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、一般質問、閉会日の本会議の模様を
伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/
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紹介

総務産業建設常任委員会　行政視察研修

  新幹線駅活用、試される行政の本気度

健康福祉教育常任委員会　行政視察研修

  子どもたちが自分らしく、安心して暮らし、学べるように

市民の声を集め、より良い市政とするために

  広聴の手法の調査研究を進めています

新幹線停車駅前、関西、北陸、東海地方の接合地という地の利を生かして

  サウンディング型市場調査、その結果は・・・

常
任
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会
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先
進
地
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を
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に
生
か
す
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　７月27日に富山県高岡市で北陸新幹線高岡駅開業に向けた周辺
整備事業について視察しました。高岡市では、民間開発と官民連携
によるエリアマネージメントを導入し、景観・環境・防災に配慮し
たまちづくりと交通アクセスに関する総合調整を図っており、包括
マネジメント組織の立ち上げの課題など、多くの知見を得ました。
　28日には、福井県敦賀市で、敦賀駅西地区土地活用事業における民間資本を活用したサウンディ
ング調査について視察しました。直営で実施された調査では、企画段階から民間の意見を聞きなが
ら事業計画を進められていったとのことでした。行政の本気度が試されており、民間の需要を把握
しながら、事業を構築することの重要性を強調されていました。

　10月10日に、東京都武蔵野市で子どもの権利条例について学ぶ機
会を得ました。子どもの権利は児童の権利に関する条約で謳われて
おり、日本も1994年に批准しています。本視察では、この条約を踏
まえて制定された条例の問題意識や施策展開について学びました。
　11日には、東京都立川市の東京賢治シュタイナー学校を訪問しました。同校では、宮沢賢治の精
神に根差したシュタイナー教育（育つために必要な知識を子どもが自然に理解することを目指す）を
通して、目標を見つけ、能力を生かして未来を切り開く教育実践について学びました。

　８月３日、甲賀市と近江八幡市で広聴の取り組みを視察しました。
甲賀市では、委員会代表質問を中心として広聴の結果の生かし方に
ついて学び、近江八幡市では、屋外街頭で行われている議会報告会など新たな手法について知見を得
ました。また、移動中の車内では議員活動支援タブレットを活用し、委員会の見える化について車中
会議を行いました。

　10月２日に、米原駅東口の公有地（市有地および県有地）のサウンディング型市場調査（民間事業
者から広く意見や提案を受ける調査）の実施結果について説明を受けました。
　提案された内容は、ホテル、駐車場、研究・開発拠点、マンションなどで、市の基本的な考え方とし
て、県と協力し、市有地と県有地を一体的に利用する民間事業者を公募型プロポーザルで募集するこ
となどが提示されました。委員からは既知の土壌汚染の課題など、質問が相次ぎました。

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

敦賀市「ちえなみき」

東京賢治シュタイナー学校

甲賀市の委員会室にて


